
江
戸
時
代
初
頭
に
於
け
る
教
訓
仮
名
抄
に
つ
い
て

4e　（216＞

一
春
鑑
抄
。
三
徳
抄
・
千
丁
抄
の
思
想
史
的
系
譜
1

中

寛

司

い
【
要
約
】
＋
七
枇
輻
環
磐
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
翫
謹
・
舞
時
代
の
明
襲
の
四
書
仮
名
抄
善
誌
学
的
恵
螢
的
巌
め
て
関
白
潔

…
い
た
め
・
・
れ
を
一
応
・
薪
仮
名
抄
と
名
付
け
・
そ
の
系
譜
を
た
三
て
見
た
・
こ
・
に
醤
の
春
鑑
抄
圭
舞
、
尺
五
の
講
抄
ξ
い
て
は
・
朱

…
子
箋
籍
際
し
、
中
世
以
来
の
呆
の
磐
が
と
つ
奮
憲
的
態
度
と
の
関
連
に
於
て
、
倫
理
思
贅
走
於
け
る
教
訓
仮
名
抄
の
思
欝
造
を
朋
ら
か

一　

ﾉ
し
、
併
せ
て
羅
山
∵
尺
五
の
笑
践
倫
理
を
歴
史
的
に
位
置
づ
け
て
見
よ
う
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
r
　
，
ち

漏
、
仮
名
抄
の
書
誌
学
的
系
譜

　
江
戸
時
代
初
頭
の
教
訓
仮
名
抄
は
儒
学
京
学
派
の
人
肉
に
よ
っ
て

多
く
著
作
さ
れ
、
徳
川
政
権
の
教
学
や
政
治
理
念
の
決
定
に
深
い
関

係
が
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
書
誌
学
的
・
思
想
史
的
系
譜
が
未
解
決
で

あ
り
、
叉
そ
の
思
想
構
造
も
殆
ん
ど
究
明
さ
・
れ
て
い
な
い
現
状
で
あ

る
。
こ
㌧
に
そ
の
代
表
的
な
も
の
と
し
て
取
り
あ
げ
た
春
鑑
抄
・
三

徳
抄
と
糞
倫
抄
は
そ
れ
ぞ
れ
林
羅
山
∵
松
永
尺
五
の
著
作
で
、
思
想

　　　　　A－　　　　N　　　tw　　．xL．twtu

堕
的
意
義
が
極
め
て
大
き
い
に
も
か
」
わ
ら
ず
、
研
究
典
の
面
で
は

全
く
未
開
の
分
野
に
属
す
る
。
本
稿
は
こ
の
三
教
回
書
を
、
室
町
時

代
の
四
書
註
解
、
こ
と
に
四
書
仮
名
抄
と
の
関
連
に
於
て
書
誌
学

的
。
思
想
奥
的
に
明
ら
か
に
す
る
目
的
の
下
に
論
を
進
め
て
行
き
た

い
Q

　
こ
れ
ら
教
訓
仮
名
抄
に
つ
い
て
、
書
誌
学
的
問
題
の
第
一
は
、
多

く
の
揚
合
刊
本
に
著
者
名
や
刊
行
記
年
を
欠
く
こ
と
で
あ
る
。
春
鑑

①
　
　
　
　
⑨

抄
・
三
徳
抄
は
何
れ
も
続
六
群
書
類
従
に
収
録
さ
れ
て
、
内
閣
文
庫
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①

本
に
依
拠
し
、
林
道
春
著
と
銘
記
さ
れ
て
い
る
が
、
寛
永
六
年
版
の

春
鑑
抄
は
、
頁
の
折
目
に
書
名
が
書
か
れ
、
巻
末
に
「
寛
永
己
已
芝
生

士
冒
順
行
」
と
あ
る
以
外
、
叢
叢
名
さ
え
記
さ
れ
て
い
な
い
。
三
徳

抄
も
内
閣
文
庫
の
古
板
本
に
刊
行
記
年
が
な
《
、
内
学
的
に
春
鑑
抄

と
年
代
が
相
前
後
す
る
と
思
わ
れ
る
ば
か
り
ぞ
、
著
者
の
問
題
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

い
て
は
、
林
驚
峰
の
「
三
山
先
生
編
著
書
目
」
に
依
っ
て
羅
山
と
決

讐
れ
た
わ
け
で
窺
・
葬
倫
抄
は
舞
の
華
・
に
轟
薫
れ
て

居
ら
ず
、
古
板
本
に
依
る
と
、
著
者
名
・
刊
行
記
年
を
欠
き
、
巻
頭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
鐸
倫
抄
と
書
か
れ
て
い
る
だ
け
で
、
「
尺
五
菜
恭
倹
先
生
行
状
」

に
三
五
の
著
と
し
て
聲
倫
抄
の
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
依
っ

て
、
僅
に
尺
五
を
本
書
の
著
者
と
決
定
書
来
る
に
過
ぎ
な
い
。
な
お

書
板
本
は
内
容
・
形
態
か
ら
、
心
遣
の
没
年
の
明
暦
頃
、
乃
至
は
卵
見

文
頃
を
刊
行
年
代
と
し
て
大
過
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
の
様
に
教
訓
仮
名
抄
は
薯
薬
名
を
欠
く
こ
と
が
本
来
の
形
式
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦
　
　
　
　
⑥

さ
え
考
え
ら
れ
、
胃
癌
の
謬
言
抄
・
童
謡
抄
、
更
に
は
古
来
か
ら
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

界
の
大
き
な
問
題
と
な
っ
た
心
学
五
倫
書
系
統
の
一
連
の
書
は
何
れ

も
本
来
著
者
名
を
欠
い
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
卸
辻
哲
郎

　
⑭
博
士
は
心
学
五
倫
書
の
著
者
名
欠
如
の
問
題
を
、
キ
リ
シ
タ
ン
と
の

紛
れ
を
恐
れ
る
筆
禍
忌
避
の
風
習
に
帰
し
て
お
ら
れ
る
が
、
こ
れ
に

つ
い
て
は
教
訓
仮
名
抄
の
書
誌
学
的
系
譜
決
定
が
先
決
問
題
で
あ
り
、

且
つ
そ
れ
に
依
っ
て
思
想
典
的
位
置
竜
大
き
く
変
っ
て
来
る
と
思
う
。

結
論
的
に
云
う
な
ら
ば
、
こ
れ
ら
教
訓
仮
名
抄
の
祖
型
は
室
町
時
代

の
明
経
家
一
、
こ
と
に
清
原
家
の
博
士
逮
が
残
し
た
多
く
の
四
書
仮
名

抄
で
あ
っ
て
、
京
都
大
学
清
家
文
庫
・
陽
明
文
庫
．
久
原
文
庫
等
々

が
そ
れ
を
現
在
に
伝
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪
　
　
　
　
　
5
　
　
　
　
　
　
0

　
四
書
仮
名
抄
は
清
家
宣
賢
（
二
等
七
彩
一
天
下
十
九
5
5
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
山
）
　
及
び
そ
れ

以
後
の
清
家
の
人
々
の
手
に
成
る
が
、
そ
の
動
機
は
朝
廷
師
行
家
と
・

し
て
経
書
侍
読
の
内
容
を
秘
密
に
し
、
且
つ
師
行
本
を
一
般
に
禁
制

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫
　
　
　
　
　
4
　
　
　
　
　
7

し
て
い
た
清
家
が
、
業
患
（
応
、
挙
痂
一
応
仁
元
蜘
）
に
至
ヨ
し
一

般
の
公
武
憎
侶
に
講
説
を
始
め
た
と
煮
う
事
情
に
起
因
す
る
。
こ
と

に
新
注
四
書
が
師
行
本
に
収
め
ら
れ
た
の
が
遅
か
っ
た
だ
け
に
、
新

注
が
性
理
の
学
と
云
う
人
生
論
の
色
彩
の
濃
厚
な
こ
と
、
相
特
っ
て
、

一
般
に
対
す
る
清
家
の
四
書
講
説
が
．
繁
昌
し
、
そ
の
講
説
ノ
ー
ト
と

し
て
、
又
講
義
受
業
者
の
筆
記
と
し
て
の
四
書
仮
名
抄
が
次
々
と
筆

録
さ
れ
た
。

　
京
都
大
学
清
家
文
庫
蔵
一
大
特
集
句
抄
（
｝
驚
・
天
文
二
＋
三
年
書

写
・
業
忠
説
祖
述
・
自
語
体
）
、
　
中
庸
章
句
抄
（
｝
驚
。
天
丈
二
十
二
年
書

写
・
業
新
説
祖
述
・
口
語
体
）
、
　
孟
子
抄
（
七
冊
・
、
氷
正
年
醐
欝
写
．
宣
賢
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欝
筆
。
丈
解
体
）
、
陽
明
文
庫
蔵
一
申
庸
抄
（
一
偲
ザ
宜
賢
説
・
丈
語
体
）
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

久
原
文
庫
蔵
一
大
学
聴
塵
（
｝
冊
・
宜
賢
農
筆
・
口
語
体
）
等
は
何
れ

も
所
謂
四
書
仮
名
抄
の
一
例
で
、
文
語
体
の
も
の
は
講
師
の
講
義
ノ

ー
ト
で
あ
P
、
口
語
体
の
も
の
は
受
業
考
の
筆
記
ノ
ー
ト
で
あ
る
。

　
こ
の
様
に
四
書
仮
名
抄
に
口
語
体
・
文
語
体
の
二
種
類
が
あ
る
が
、

教
訓
仮
名
抄
の
揚
合
も
同
様
で
、
宝
鑑
抄
は
口
語
体
、
…
恩
徳
抄
・
葬

倫
抄
は
文
語
体
で
あ
る
。
し
か
も
四
書
仮
名
抄
と
教
訓
仮
名
抄
は
文

脈
．
用
語
に
於
て
極
め
て
近
似
し
、
む
し
ろ
時
代
的
に
早
い
前
者
を
、

後
者
が
忠
実
に
祖
述
し
た
も
の
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
次
に
そ
の
一

例
を
あ
げ
て
王
者
を
比
較
検
討
す
る
こ
と
㌧
す
る
。

　
春
鑑
抄
「
仁
。
義
。
礼
・
智
。
信
。
ノ
五
ヲ
五
常
ト
云
ゾ
。
常
・

　
　
　
　
　
⑭

ツ
・
ネ
ト
ヨ
ム
。
ソ
。
」

　
｛
甲
再
出
早
漏
抄
「
命
ト
一
本
縄
一
兀
・
古
了
・
利
・
｝
貝
・
ノ
四
徳
ソ
。
万
物

力
二
四
徳
二
籠
タ
ソ
。
入
二
有
テ
ハ
仁
・
義
・
礼
・
智
・
ノ
四
徳

⑬ソ
。
」

　
共
に
「
…
ゾ
」
と
云
う
口
語
体
を
用
い
、
片
仮
名
は
経
書
の
訓
点

の
伝
統
を
従
い
、
文
中
の
「
。
」
　
「
・
」
は
同
じ
く
朱
点
の
変
化
し

た
も
の
で
、
寛
永
板
本
鑑
抄
は
こ
れ
を
忠
笑
に
祖
述
し
て
い
る
。

　
三
徳
抄
「
心
ニ
ア
ル
モ
ノ
ヲ
天
命
ノ
性
ト
ナ
ヅ
ク
、
心
性
ハ
道
理

ノ
異
名
エ
テ
ウ
ノ
毛
ノ
サ
キ
ホ
ド
ア
シ
キ
コ
ト
ナ
シ
、
是
ヲ
ナ
ス
モ

　
　
　
　
　
　
⑯

ノ
ハ
性
也
ト
一
諏
罰
ソ
」

　
葬
倫
抄
「
天
一
地
轟
ワ
タ
リ
テ
ア
ル
ヲ
理
ト
云
。
蛸
脚
ウ
ケ
タ
ル

ヲ
性
ト
云
。
シ
カ
ル
ユ
ヘ
ニ
直
垂
ニ
モ
立
一
心
1
篇
二
生
ル
・
ト
云

　
　
　
　
　
⑰

字
ヲ
カ
キ
タ
リ
。
」

　
孟
子
抄
「
性
ト
ハ
・
人
ノ
天
畠
受
テ
・
生
ル
・
所
ノ
黒
風
。
故
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

ノ
字
ハ
・
立
－
心
一
篇
二
・
生
ノ
字
ヲ
カ
ケ
リ
．
」

　
右
の
三
野
の
中
、
三
徳
抄
は
続
々
群
書
類
従
本
し
か
見
て
い
な
い

の
で
、
朱
墨
訓
点
に
当
る
も
の
を
明
確
に
掴
め
な
い
が
、
文
体
。
用
語

は
互
に
共
通
し
、
こ
と
に
古
板
本
の
三
富
抄
と
宣
賢
自
筆
の
孟
子
抄

と
は
、
朱
墨
訓
点
、
漢
字
の
連
続
を
示
す
「
1
」
に
於
て
同
じ
手
法

を
示
し
て
い
る
。
更
に
最
も
古
い
寛
永
板
春
鑑
抄
の
文
の
形
式
の
申

で
、
四
書
仮
名
抄
と
共
通
す
る
も
の
を
あ
げ
る
な
ら
ば
、
　
「
仁
ハ
五

　
　
　
　
　
　
。
⑲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
●
　
　
　
　
⑳
　
　
　
ハ
●

常
ノ
ハ
ジ
メ
ニ
ノ
」
　
「
五
常
ヲ
シ
ナ
ヒ
ヒ
ニ
ワ
ケ
テ
」
　
「
端
一
考
緒

・
⑳
　
　
ノ
　
・
ハ
ノ
　
．
　
愈
　
　
　
・
　
サ
イ
⑳
　
瓠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
親
レ
ミ
之
殺
」
　
「
立
母
レ

i
也
」
　
「
側
隠
之
一
心
仁
之
－
端
也
」

　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

カ
タ
シ
ダ
テ
λ
ル
■
　
⑳
　
　
　
　
ト
キ
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン
　
　
⑳

蹟
　
　
　
」
　
「
不
二
以
レ
礼
食
【
則
得
レ
食
」
の
例
の
如
く
、
「
シ
テ
」

を
「
ノ
」
と
し
、
同
字
を
続
け
る
回
合
は
仮
名
・
漢
字
に
か
か
わ
ら

ず
「
ζ
」
を
用
い
、
　
「
者
」
●
「
之
」
・
「
也
」
が
置
字
で
な
く
読
ま
れ

る
揚
合
に
は
そ
の
前
か
後
に
「
i
」
を
朱
ぞ
入
れ
、
　
「
事
」
は
墨
訓

42　（218）
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点
の
揚
合
必
ず
「
コ
」
を
用
い
、
「
不
…
…
則
」
の
読
み
方
は
「
不
」

の
墨
訓
点
が
必
ず
「
ト
キ
ハ
」
で
あ
り
、
叉
「
鍍
」
の
如
き
特
殊
な

丈
字
に
は
読
み
仮
名
を
送
っ
て
い
る
。
以
上
に
あ
げ
た
諸
点
は
何
れ

も
古
板
本
に
は
あ
る
が
続
々
群
書
類
従
本
に
は
普
通
の
用
例
に
訂
正

さ
れ
る
か
捨
て
ら
れ
る
か
し
て
、
結
…
局
書
誌
学
的
な
文
体
の
研
究
に

は
古
板
本
が
不
可
欠
と
云
え
る
。
教
訓
仮
名
抄
が
こ
の
様
に
個
人
的

な
ノ
ー
ト
に
源
を
発
す
る
四
書
仮
名
抄
の
後
継
で
あ
る
と
す
る
な
ら

ば
、
著
者
名
を
欠
い
て
翻
刻
さ
れ
る
こ
と
は
当
然
で
、
む
し
ろ
公
刊

す
べ
き
性
質
の
も
の
で
な
い
も
の
が
、
群
馬
の
要
求
に
従
っ
て
刊
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

さ
れ
た
と
云
う
形
式
を
と
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
大
江
誹
議
氏
が

四
書
仮
名
抄
は
著
者
名
を
掲
げ
な
い
の
が
古
来
よ
り
の
伝
統
的
習
慣

で
あ
る
と
云
わ
れ
る
の
は
以
上
の
愚
な
理
由
に
依
る
も
の
で
、
教
訓

仮
名
抄
が
四
書
仮
名
抄
に
な
ぞ
ら
え
て
作
ら
れ
て
い
る
限
り
、
こ
れ

も
ま
た
欠
名
が
元
来
の
正
し
い
形
と
云
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
次
に
問
題
と
な
る
の
は
、
教
訓
仮
名
抄
の
薯
者
で
あ
る
林
羅
山
や

松
永
尺
五
が
清
原
家
と
ど
ん
な
関
係
に
あ
り
、
叉
浩
…
家
点
法
を
ど
う

し
て
会
得
し
た
か
と
云
う
こ
と
で
あ
る
。

　
林
羅
山
は
文
禄
四
年
、
十
三
才
の
時
建
仁
寺
大
統
庵
紅
唇
に
習
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

た
こ
と
は
「
羅
出
林
先
生
行
状
隔
に
明
ら
か
な
所
で
あ
る
が
、
当
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

建
仁
寺
に
は
帰
化
人
の
子
孫
林
宗
二
の
子
梅
仙
が
両
足
院
に
あ
っ
て

建
仁
寺
二
百
九
十
一
世
を
安
し
、
林
氏
は
代
々
清
家
の
門
人
で
、
宣

賢
の
「
尚
書
抄
扁
以
下
多
く
の
経
書
詩
集
等
の
訓
点
。
仮
名
抄
を
写

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
て
伝
承
し
て
い
た
。
　
「
津
山
随
筆
嶽
に
は
羅
由
が
梅
仙
に
従
隠
し

た
こ
と
を
自
ら
物
語
っ
て
い
る
か
ら
、
清
家
点
の
習
得
ル
ー
ト
は
先

づ
一
つ
を
此
所
に
求
め
る
こ
と
が
禺
来
る
。
第
二
は
満
山
が
慶
長
八

年
論
語
集
註
の
講
…
莚
を
開
い
た
時
こ
れ
を
妨
害
し
た
と
い
う
巷
説
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

あ
る
清
原
秀
賢
と
の
関
係
で
あ
っ
て
、
秀
賢
の
「
慶
長
冬
葱
録
」
に

は
む
し
ろ
鎖
編
と
秀
賢
の
互
に
敬
愛
し
て
い
る
様
子
が
伺
わ
れ
、
彦

山
の
清
家
点
書
落
の
他
の
一
つ
の
ル
ー
ト
を
秀
賢
か
ら
得
て
い
る
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
か
く
て
羅
由
が
元
和
四
年
に
毒
し
た
「
四
書

　
　
　
⑳

集
塊
点
本
」
は
大
江
氏
が
清
家
点
法
を
忠
実
に
祖
述
奪
賦
し
た
著
作

と
評
し
て
お
ら
れ
る
様
に
、
羅
山
は
明
経
家
の
伝
統
的
点
法
に
は
極

め
て
瓢
謙
虚
に
従
っ
て
い
る
。
又
羅
山
の
元
和
元
年
の
著
「
四
書
集
注

抄
繍
三
十
八
巻
は
無
記
名
で
あ
る
上
に
驚
峰
の
「
嵐
山
先
生
編
著
澄
割

目
篇
に
も
収
録
さ
れ
ず
、
た
だ
寛
文
十
年
の
「
書
籍
目
録
」
に
掲
げ

ら
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
が
、
現
在
刊
本
の
内
容
か
ら
見
て
急
登
の

も
の
に
闇
違
い
な
く
、
こ
㌧
に
も
羅
山
が
仮
名
抄
無
記
名
の
伝
統
を

頑
固
に
守
っ
て
い
る
こ
と
が
分
る
。

43　（219）



　
次
に
松
永
尺
五
は
曾
祖
父
が
松
永
弾
正
忠
久
秀
、
挺
父
が
藻
魚
、

祖
母
が
藤
原
怪
窩
の
姉
、
父
が
松
永
貞
徳
と
云
う
学
芸
史
上
の
名
門

の
欝
で
、
こ
と
に
松
永
久
秀
は
清
原
枝
賢
に
講
釈
を
受
け
た
こ
と

は
、
余
9
に
も
膚
名
で
あ
る
。
京
大
本
「
孟
子
抄
」
（
宣
賢
箇
筆
）
の

「
恵
那
章
句
上
偏
の
終
り
に
「
枝
賢
　
　
　
於
芥
川
城
松
永
弾
正
忠

久
秀
発
起
講
干
三
ケ
慶
」
の
後
書
が
あ
り
、
そ
の
他
天
文
二
十
年
に

は
同
じ
く
大
学
、
弘
治
二
年
に
は
中
庸
を
何
れ
も
帯
副
に
講
釈
さ
せ

て
い
る
。
し
か
も
講
釈
ノ
ー
ト
が
現
存
す
る
こ
と
は
尺
五
が
当
時
こ

れ
ら
に
接
す
る
機
会
を
充
分
持
ち
得
た
で
あ
ろ
う
し
、
叉
寛
永
十
年

仏
教
研
究
の
目
的
を
以
て
で
は
あ
る
が
、
尺
五
が
就
学
し
た
建
仁
寺

は
前
に
述
べ
た
如
く
、
浩
…
家
学
の
淵
叢
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
様
に
し
て
朝
廷
師
行
の
明
経
家
、
こ
と
に
清
原
家
が
業
忠
の

頃
に
公
武
纈
流
の
聞
に
講
釈
し
、
宣
賢
の
時
代
に
は
、
人
性
論
的
な

四
書
新
注
定
本
を
完
成
し
て
、
朱
子
学
研
究
の
巨
大
な
集
積
は
、
怪

窩
・
羅
山
を
待
た
ず
し
て
既
に
準
備
さ
れ
て
居
た
の
で
あ
っ
て
、
睦

窩
や
羅
山
は
極
言
す
れ
ば
、
明
経
家
点
を
一
歩
も
嵐
て
い
な
か
っ
た

と
さ
え
云
え
る
。
教
訓
仮
名
抄
が
以
上
の
書
敦
鰹
学
的
背
景
の
下
に
鐙
岡

か
れ
’
た
の
ぞ
あ
る
か
ら
、
そ
の
研
究
は
何
と
し
て
も
四
書
仮
名
抄
を

外
に
し
て
は
考
え
ら
れ
な
い
と
云
い
た
い
。

①
　
半
腹
抄
　
一
巻
　
林
道
聯
著
　
続
々
騨
轡
類
從
　
第
十
巻
　
教
膏
部

　
に
収
録
さ
れ
、
内
閣
丈
庫
蔵
　
慶
安
元
年
飯
に
依
拠
し
、
仁
。
義
・
礼
。

　
智
・
儒
の
五
常
を
説
く
。
し
か
し
林
驚
瞭
「
羅
肉
先
生
編
回
書
翻
」
（
羅

　
山
先
生
集
附
録
巻
第
四
）
に
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
が
、
古
来
よ
り
道

　
春
の
も
の
と
鼠
わ
れ
て
い
る
。
心
学
五
倫
書
と
嗣
じ
く
、
書
ぎ
下
し
の

　
教
訓
霞
は
経
磐
の
謎
解
よ
り
は
軽
く
考
え
ら
れ
、
溢
血
に
さ
え
入
れ
ら

　
れ
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

⑧
三
徳
抄
二
巻
林
道
泰
著
続
々
群
書
類
從
第
十
巻
教
育
部

　
に
収
録
さ
れ
、
内
閣
丈
駆
蔵
吉
板
本
を
収
め
て
い
る
が
、
刊
行
記
年
を

　
欠
く
。
上
巻
　
智
仁
勇
の
三
徳
、
下
巻
　
理
気
弁
、
大
学
、
五
常
を
説

　
く
。
林
鷲
峰
門
羅
由
先
生
編
著
書
目
」
に
書
名
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

③
寛
永
六
年
板
春
鑑
抄
（
筆
者
所
蔵
）
は
は
。
唐
×
δ
㎝
。
濁
の
袖
珍

　
本
で
、
覧
三
無
特
有
の
墨
色
の
表
紙
を
用
い
、
書
物
の
形
態
と
し
て
憾

　
仏
磐
系
統
に
属
す
る
。

④
　
霊
峰
の
編
落
零
書
鼠
に
は
「
三
徳
抄
　

一
巻
　
今
厩
刊
行
」
と
あ
る
。

⑤
　
灘
倫
抄
（
筆
者
所
蔵
）
は
明
暦
一
寛
文
頃
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
が
、

　
刊
行
の
絶
対
年
代
及
び
板
本
の
種
類
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

⑥
尺
五
堂
恭
倹
先
生
行
状
、
天
際
三
年
編
、
滝
川
如
水
、
十
五
先
生
全

　
集
、
（
続
々
群
書
包
摂
巻
第
十
三
詩
転
部
一
三
九
頁
）
に
「
舞
倫
抄
」

　
を
五
の
碧
と
し
て
掲
げ
て
い
る
。

⑦
盾
言
抄
二
巻
（
筆
者
所
蔵
）
林
道
春
著
元
和
六
年
殿
寛
丈

　
頃
の
板

⑧
董
窺
抄
二
巻
（
筆
者
所
蔵
）
林
道
春
著
万
漁
二
年
板

⑨
心
学
五
倫
書
（
筆
者
所
蔵
）
慶
安
三
年
板
碧
者
名
な
し
、
そ
の

　
他
仮
名
性
理
竹
馬
抄
・
仮
名
性
理
・
千
代
茂
登
草
・
本
態
録
。
天
下
倒
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江戸時代初頭に於ける激讃仮艦抄について（今中）

　
家
之
要
録
・
熊
沢
先
生
心
学
践
倫
書
等
は
心
学
五
倫
書
を
祖
型
と
し
た

　
異
本
で
、
著
作
者
に
つ
い
て
憶
幌
窩
・
本
多
佐
渡
守
正
僑
興
薯
説
が
普

　
通
で
あ
る
が
、
蝶
者
は
思
想
内
容
か
ら
上
山
と
考
え
た
い
。
（
拙
稿
、

　
「
心
学
五
倫
轟
費
の
曲
工
作
粛
禰
悶
題
に
つ
い
て
』
一
皮
窓
第
十
号
）

⑩
　
「
碕
本
倫
理
三
厩
史
偏
ヨ
七
六
…
九
買
。
　
キ
リ
シ
タ
ン
と
の
関
係
の

　
故
に
一
佐
録
や
心
学
五
倫
書
の
天
道
思
想
を
以
て
天
養
と
の
紛
れ
が
あ

　
る
と
さ
れ
る
。

⑪
清
原
宣
賢
は
後
柏
原
・
後
奈
良
天
畠
の
侍
読
、
義
縮
．
義
晴
将
軍
や

　
公
武
五
山
憎
に
講
釈
し
、
能
登
・
若
狭
・
越
前
に
も
幽
か
け
て
講
義
す
、

　
家
学
の
伝
統
に
か
』
わ
ら
ず
、
漸
宵
両
注
、
こ
と
に
新
注
に
よ
っ
て
定

　
本
を
決
定
し
て
い
る
。

⑫
清
原
業
忠
は
後
花
園
・
後
土
御
門
天
皇
侍
誘
、
公
武
五
慮
憎
に
、
又

　
若
狭
・
越
補
。
周
防
に
て
講
釈
す
。
新
注
を
家
学
に
と
り
入
れ
、
五
山

　
の
学
問
的
攻
勢
に
対
抗
し
て
師
行
家
を
名
実
共
に
巻
代
儒
学
研
究
の
権

　
威
の
鰹
に
復
活
せ
し
め
た
。

⑬
　
大
浅
丈
城
「
本
邦
四
書
訓
点
並
に
注
解
の
史
的
概
究
」
九
六
頁
第
二

　
章
四
轡
仮
名
抄
、
第
｝
三
蓋
家
仮
名
抄
の
条
参
照
。

⑭
暮
鑑
抄
続
々
群
從
本
四
二
頁
寛
永
板
…
丁

⑮
　
中
庸
章
句
抄
（
京
大
清
家
文
庫
本
）
九
丁

⑯
　
三
徳
抄
　
続
々
群
從
本
七
四
頁

⑰
魏
二
二
古
板
本
（
筆
者
所
蔵
）
六
丁

⑱
孟
子
抄
（
京
大
清
家
丈
鷹
本
）
弓
丈
公
章
句
上

⑲
潔
鐘
抄
寛
永
族
四
丁
　
続
々
群
從
本
餌
二
買

⑳
〃
　
〃
烈
丁
　
〃
照
二
頁

⑳
⑳
　
　
〃
　
　
　
　
〃
　
　
六
丁
　
　
　
　
　
　
〃
　
　
　
四
三
頁

＠
　
　
1
1
　
　
　
1
1
一
三
丁
　
　
　
　
1
1
　
　
四
四
頁

㊨
　
　
〃
　
　
　
〃
五
五
ア
　
　
　
　
一
－
　
　
五
五
頁

（
⑳
　
　
〃
　
　
　
〃
八
七
丁
　
　
　
　
〃
　
　
五
九
頁

⑳
「
本
邦
四
書
訓
点
並
に
注
解
の
史
的
研
究
」
｝
四
「
頁
四
書
集
注
抄

　
の
位
置
の
項
参
照

⑳
「
羅
出
林
先
生
行
状
」
続
々
騨
書
類
從
巻
第
三
史
松
部
四
〇
〇
頁

⑳
足
利
術
述
「
鎌
倉
塞
町
時
代
之
儒
教
」
四
八
六
頁
参
照

⑳
　
「
碧
羅
肉
丈
輿
」
網
嚢
六
十
五
、
随
筆
…
、
七
九
二
頁
「
余
頃
者
与
昌

　
澗
亀
虫
祖
藤
織
一
灘
晶
尚
轡
孔
氏
特
異
東
出
僧
梅
仙
｝
梅
仙
父
宗
二
聞
昌
之

　
清
原
儒
奢
絵
事
中
宜
賢
一
以
宗
昌
清
家
二
蓬

⑳
「
慶
長
肩
件
録
」
（
口
本
吉
典
全
集
本
）
門
慶
長
八
年
忌
月
汁
九
日
。

　
林
又
三
郎
来
談
。
双
橡
落
種
恵
レ
之
。
註
脚
十
～
月
四
鷺
。
　
林
又
三
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ

　
書
籠
潰
レ
之
。
同
九
年
正
月
元
日
。
　
林
又
三
郎
礼
来
、
　
扇
子
職
本
給
レ

　
之
。
同
年
四
月
廿
七
日
。
林
又
三
郎
来
。
菓
子
折
手
晶
恵
贈
一
之
問
。
即

　
女
御
殿
令
　
「
進
上
｝
畢
。
」

⑳
「
本
邦
四
書
訓
点
並
に
注
解
の
史
的
研
究
」
江
戸
前
翔
、
初
期
の
四

　
書
研
究
の
項
一
二
一
二
頁
参
照

二
、
教
翻
仮
名
抄
の
思
想

　
春
鑑
抄
二
二
徳
抄
。
葬
三
七
は
、
そ
の
背
景
に
永
く
且
つ
広
い
本

格
的
な
薪
注
概
究
業
積
の
集
績
の
あ
っ
た
こ
と
は
既
に
明
ら
か
と
な

っ
た
の
ぞ
あ
る
が
、
教
訓
仮
名
抄
は
所
詮
通
俗
教
訓
書
で
あ
り
、
舞
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倫
抄
に
も
「
大
学
ノ
脩
レ
身
ヨ
リ
・
正
レ
心
慰
跡
意
致
レ
知
格
レ
物
コ
ト

ハ
。
万
昆
コ
ト
ゴ
ト
ク
シ
ル
ベ
キ
コ
ト
ナ
リ
。
此
道
理
多
ク
ノ
義
理

フ
ク
ミ
タ
ル
ヲ
。
・
文
字
ヲ
以
テ
カ
キ
ツ
ケ
タ
ル
サ
へ
。
キ
コ
エ
ガ
タ

キ
ユ
。
マ
シ
テ
仮
名
ナ
ド
ニ
。
カ
キ
テ
シ
ル
・
コ
ト
ニ
チ
ハ
ナ
ク
。

カ
ヘ
ツ
テ
道
理
ノ
サ
マ
タ
ゲ
タ
ル
ヘ
ケ
レ
ト
モ
・
∵
文
不
通
ノ
人
一
一
。

儒
道
ノ
圃
ト
ヲ
リ
ア
ル
ト
歎
コ
ト
ヲ
。
シ
ラ
シ
メ
。
…
二
綱
五
常
ノ
名

ヲ
キ
イ
テ
・
忠
孝
ノ
道
ヲ
ヤ
ブ
ラ
ズ
ハ
。
礼
法
自
然
ニ
ヲ
コ
ナ
ハ
レ

　
　
セ
ィ
ヵ
ウ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

テ
。
世
教
ノ
助
ト
モ
ナ
ル
ヘ
キ
鰍
」
と
ゑ
つ
て
い
る
。
し
か
し
近
世

初
頭
の
こ
れ
ら
教
訓
書
に
は
、
安
易
で
肯
定
的
な
通
俗
性
も
あ
る
が
、

時
代
は
封
建
理
念
の
建
設
途
上
に
あ
り
、
羅
山
は
徳
川
政
権
の
政
治

理
念
の
創
設
者
、
尺
五
は
在
野
の
近
世
的
教
学
の
偉
大
な
先
達
で
あ

る
か
ら
、
な
お
高
貴
な
啓
蒙
性
と
学
的
純
粋
さ
を
持
ち
、
そ
の
故
に

寛
永
か
ら
寛
文
の
始
め
に
至
る
聞
の
教
訓
書
が
恩
想
史
上
特
異
な
意

義
ど
重
要
さ
を
持
つ
の
で
あ
る
。
以
下
三
教
叢
書
の
通
俗
教
訓
書
と

し
て
の
面
と
、
近
世
日
本
の
思
想
構
造
を
左
右
し
た
と
さ
え
思
え
る

思
想
皮
的
な
意
義
の
二
つ
の
面
を
公
平
に
取
り
上
げ
て
考
察
し
た
い

と
思
う
。

　
先
づ
三
教
訓
書
の
書
名
の
意
味
を
問
題
と
す
る
な
ら
ば
、
下
面
抄

は
道
春
の
教
訓
仮
名
抄
を
意
味
し
、
三
徳
抄
は
皇
猷
の
智
仁
勇
の
三

徳
を
、
灘
倫
抄
は
大
学
章
句
序
文
の
「
民
生
日
用
糞
倫
」
を
そ
れ
ぞ

れ
と
り
上
げ
て
教
訓
的
に
説
く
こ
と
を
表
題
と
し
て
い
る
。
し
か
も

三
障
と
も
に
共
通
す
る
駈
は
、
仁
義
礼
智
信
の
五
常
と
、
君
臣
父
子

夫
婦
昆
弟
朋
友
の
五
倫
を
倫
理
の
徳
翼
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

五
常
は
玉
代
に
葦
戸
倫
理
の
徳
目
と
し
て
成
立
し
て
以
来
朱
子
に
受

け
継
が
れ
、
五
倫
は
煮
冷
に
始
り
、
漢
代
の
国
教
か
ら
中
庸
の
「
天

下
の
五
達
道
」
に
及
び
、
更
に
朱
子
が
こ
れ
を
祖
述
し
て
い
る
。
そ

の
点
五
常
・
五
倫
は
儒
教
の
徳
潤
と
し
て
最
も
普
通
な
も
の
で
あ
る

が
、
古
注
新
演
の
莫
大
な
研
究
の
申
か
ら
こ
の
両
者
を
取
り
あ
げ
、

何
れ
も
史
上
の
実
例
を
以
て
説
明
し
て
い
る
所
に
、
聖
書
の
教
訓
書

と
し
て
の
配
慮
が
伺
え
る
。
し
か
し
三
書
の
依
拠
す
る
中
心
経
書
は

そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
も
の
を
持
つ
。
春
陰
抄
は
主
と
し
て
論
語
を
、
三

徳
抄
は
申
庸
と
大
学
を
、
葬
倫
抄
は
中
庸
と
易
を
海
鼠
と
し
て
い
る
。

更
に
乱
倫
抄
は
仏
教
用
語
や
思
想
を
多
く
援
用
し
、
羅
山
と
尺
五
と

の
差
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
時
仏
に
於
け
る
鴻
益
と
怪

窩
と
の
較
差
に
通
ず
る
も
の
と
も
云
え
る
。

　
次
に
我
が
国
近
世
思
想
史
上
最
も
重
大
な
問
題
と
し
て
江
戸
時
代

儒
記
者
、
こ
と
に
江
戸
時
代
初
頭
の
儒
者
が
、
朱
子
哲
学
を
ど
の
様

に
理
解
し
、
叉
そ
れ
を
自
己
自
身
の
暫
学
と
し
て
受
容
す
る
場
合
ど
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の
様
な
体
系
と
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
持
ち
得
た
か
と
云
う
こ
と
が
徹
底
的

に
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
周
知
の
如
く
宋
攣
の
世
界
観
は
理
気
二
元
論
で
あ
り
、
気
に
つ
い

て
は
張
横
渠
の
太
虚
説
が
先
づ
こ
の
哲
学
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
。

そ
れ
は
物
質
と
し
て
の
気
の
聚
散
の
原
理
を
説
く
唯
物
論
に
近
い
も

の
で
あ
っ
て
、
　
天
地
生
成
の
始
め
、
　
凡
て
の
前
提
と
し
て
の
一
気

が
摩
擦
廻
転
し
て
、
　
こ
」
に
陰
陽
意
気
を
生
じ
、
　
更
に
一
気
の
存

在
形
体
と
し
て
精
・
濁
・
気
・
質
。
五
行
の
造
出
を
考
え
る
顧
種
の

　
　
②

渾
天
説
ぞ
あ
る
。
そ
の
故
に
哲
学
的
に
は
絶
対
的
な
有
と
無
と
の
差

別
が
、
相
的
な
差
別
と
し
て
相
対
化
さ
れ
、
張
氏
太
虚
説
は
有
と
無

を
限
定
と
無
限
定
、
現
実
的
存
在
と
意
味
的
存
在
と
理
解
し
、
弁
証

法
的
な
世
界
形
成
の
動
力
も
、
存
在
と
し
て
の
ロ
ゴ
ス
の
確
か
さ
を

も
持
つ
こ
と
が
出
来
ず
、
形
を
欠
如
し
た
意
味
的
世
界
、
無
形
の
意

昧
が
窮
局
に
於
て
支
配
す
る
。
こ
れ
で
は
儒
教
本
来
の
倫
理
道
徳
的

・
な
要
素
の
入
り
込
む
余
地
が
見
出
せ
な
い
の
で
、
朱
子
は
理
事
二
元

⑤論
を
提
唱
し
て
、
差
別
的
有
、
こ
と
に
善
悪
の
交
錯
す
る
現
笑
的
な

気
即
ち
情
の
世
界
の
体
験
を
通
じ
て
、
無
差
別
普
遍
の
無
を
理
即
ち

性
と
し
て
認
識
し
、
こ
、
に
普
遍
的
・
意
味
的
な
倫
理
を
求
め
て
い

る
。
そ
の
限
ρ
朱
子
も
個
別
の
克
服
に
於
て
は
張
氏
の
太
虚
説
と
方

慮
を
同
じ
く
し
、
個
別
の
自
己
主
張
と
し
て
の
自
我
の
核
は
悪
で
あ

り
、
自
我
克
脹
に
於
け
る
天
地
参
賛
と
云
う
無
限
定
の
意
味
的
世
界

を
最
終
の
も
の
と
し
て
要
求
す
る
。
人
間
の
5
5
竜
存
在
形
態
と
し
て

は
聚
ぞ
あ
る
と
す
れ
ば
、
太
極
と
云
う
普
遍
を
知
る
に
は
一
心
の
克

服
に
於
て
散
即
ち
無
を
知
∵
り
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
無
の
認
識
は
朱
子

哲
学
に
於
て
は
気
を
通
じ
て
唯
物
論
的
で
あ
る
と
は
云
え
、
結
局
無

の
境
地
と
云
う
不
確
実
な
も
の
が
最
後
に
残
さ
れ
る
。
し
か
し
朱
子

哲
学
の
不
透
明
さ
に
も
か
』
わ
ら
ず
、
倫
理
的
な
意
味
的
盤
界
に
は

多
分
に
深
い
人
聞
性
へ
の
顧
慮
が
あ
り
、
我
が
国
近
世
の
現
世
的
倫
・

理
へ
の
啓
蒙
性
は
大
き
い
筈
ぞ
あ
る
。

　
こ
の
様
な
睡
気
二
元
論
に
対
し
羅
出
の
理
解
や
立
揚
は
ど
う
ぞ
あ

っ
た
ろ
う
か
。
勿
論
羅
山
は
怪
窩
の
馬
陸
無
差
別
の
存
養
主
義
を
非

難
し
た
程
の
純
乎
た
る
朱
子
学
者
で
、
陸
王
の
頓
悟
的
宗
教
性
を
厳

し
く
抵
判
ず
る
こ
と
を
忘
れ
な
か
っ
た
が
、
理
気
二
元
論
に
つ
い
て

は
y
そ
れ
と
は
別
個
に
次
の
如
く
銀
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
シ
テ
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
テ

　
羅
由
随
筆
四
、
　
「
理
気
一
　
而
二
、
二
　
一
、
是
宋
儒
貸
費
也
、

モ
　
　
　
カ
　
　
バ
　
　
ノ
　
　
　
　
　
ハ
　
　
ノ
　
　
　
　
テ
　
お
ヘ
バ
　
ヲ

然
陽
明
子
日
理
勘
気
之
条
理
、
気
者
理
運
用
、
由
レ
之
思
レ
焉
則
彼

　
　
　
ノ
テ
ニ
ル
ト
キ
ハ
ノ
　

テ
ヲ
ル

膚
二
支
離
之
弊
↓
由
二
後
学
一
起
　
　
則
右
之
二
語
不
レ
可
ご
捨
レ
此
而
取
ワ

ヲ
　
　
ス
ル
ニ
ヲ
λ
ル
　
　
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
カ
④

彼
、
要
レ
之
単
二
乎
一
一
而
己
尖
、
惟
心
之
謂
乎
」
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朱
子
一
義
の
徳
山
が
理
気
一
ご
兀
論
に
つ
い
て
は
多
大
の
疑
問
を
持

ち
続
け
、
疑
い
を
解
決
す
る
ま
で
に
到
ら
な
か
っ
た
に
し
て
も
、
一

応
陽
明
の
理
気
一
元
論
に
左
…
祖
し
、
一
に
帰
す
る
も
の
は
一
心
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
個
々
の
人
聞
の
個
別
的
な
心
を
一
心
と
理
解
す

る
限
り
、
朱
子
が
個
別
と
し
て
克
服
し
よ
う
と
し
た
一
心
が
却
っ
て

自
に
対
す
る
他
、
即
ち
楓
別
に
対
す
る
普
遍
に
通
ず
る
通
路
と
し
て

肯
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
抄
、
朱
子
の
格
物
窮
理
が
個
の
限
定
を
通
じ

て
普
遍
の
意
味
的
世
界
に
行
く
否
定
の
論
理
、
総
じ
て
無
限
定
の
無

を
体
認
す
る
基
本
構
造
は
破
棄
さ
れ
た
こ
と
と
な
る
。
　
一
心
は
そ
の

意
味
に
於
て
、
明
ら
か
に
主
体
的
な
個
別
の
肯
定
の
論
理
で
あ
り
、

原
始
的
な
主
体
を
依
拠
と
す
る
限
り
、
意
味
的
世
界
へ
の
舎
理
的
な

道
は
鎖
さ
れ
、
個
別
的
心
境
の
非
合
理
的
な
不
透
明
さ
と
、
既
成
社

会
の
持
つ
偶
然
的
な
環
境
が
武
断
的
に
支
配
す
る
こ
と
が
避
け
得
ら

れ
な
い
。
し
か
し
こ
の
様
な
矛
盾
に
関
し
て
は
鉱
山
屯
余
程
悩
ん
だ

　
　
　
　
　
　
　
テ
ニ
ク
　

ノ
　

ソ
テ
グ

と
見
え
、
「
幕
府
謂
レ
余
日
、
爾
与
二
朝
鮮
三
戸
一
筆
談
何
事
、
余
対
日
、

　
　
テ
ス
ル
カ
ト
テ
カ
ト
ト
　
ヵ
ハ
ノ
　
ノ
ミ

理
霊
鑑
為
レ
一
篇
、
以
為
レ
ニ
耶
…
…
愚
答
乃
儒
生
之
常
談
耳
、
不

　
　
民
ル
ニ
ト
⑤

レ
足
レ
為
レ
多
実
」
と
云
っ
て
い
る
様
に
、
朝
鮮
礼
聴
使
が
来
る
度
に

朝
鮮
堂
・
士
を
訪
ね
て
義
気
二
元
論
に
対
す
る
意
見
を
求
め
て
い
る
が
、

終
に
満
足
な
返
事
を
得
る
こ
と
が
鐵
来
な
か
っ
た
。
か
く
て
彼
は
疑

心
暗
鬼
の
ま
ま
気
ご
兀
論
に
近
い
心
一
元
論
を
、
陸
王
を
依
拠
と
し

て
唱
え
、
我
が
国
は
最
初
の
朱
子
一
義
の
儒
者
に
於
て
理
気
二
元
の

朱
子
哲
学
を
本
質
的
に
は
失
っ
た
の
で
あ
る
。

　
か
く
て
朱
子
学
者
羅
山
は
却
っ
て
朱
子
哲
学
を
否
定
す
る
一
心
の

哲
学
を
自
己
の
倫
理
学
の
構
造
と
し
て
持
つ
こ
と
と
な
る
が
、
そ
れ

は
叉
彼
の
教
訓
仮
名
抄
の
思
想
構
造
を
決
定
し
て
い
る
こ
と
は
云
う

ま
で
も
な
い
。

　
三
徳
抄
、
上
巻
、
　
「
一
理
ヲ
以
テ
万
事
ヲ
ツ
ラ
ヌ
キ
、
一
心
ヲ
以

テ
謝
藷
申
畢
こ
通
ズ
ル
也
、
心
理
｝
ト
云
モ
ノ
ハ
、
…
即
我
也
、
心
ノ
外
二
別

ユ
理
ア
ル
ニ
ア
ラ
ズ
、
理
ヲ
キ
ハ
ム
レ
バ
、
モ
ノ
ニ
フ
シ
ン
モ
ナ
ク
、

ウ
タ
ガ
ヒ
モ
ナ
キ
ナ
リ
、
叉
恩
案
分
別
ト
盛
事
・
乱
撃
　
何
ス
ベ
キ
ト
云

二
、
詩
心
マ
ヅ
タ
ヒ
ラ
カ
ニ
シ
ヅ
カ
ナ
ル
ト
キ
ニ
思
案
ス
ル
事
ハ
ア

　
　
　
　
⑥

シ
キ
事
ナ
シ
」

　
思
案
分
別
の
緊
張
を
忌
み
、
欄
々
の
事
物
に
対
す
る
柔
軟
な
心
の

順
応
を
説
く
羅
山
の
「
一
心
」
は
、
普
遍
に
通
ず
る
道
を
営
々
と
し

て
求
め
な
が
ら
、
個
人
の
心
境
に
依
存
し
て
梢
対
に
止
り
、
無
限
定

の
無
の
意
味
す
る
高
貴
な
意
味
的
響
応
の
倫
理
を
外
在
的
な
申
國
文

化
、
乃
至
は
尭
舜
周
公
孔
子
の
歴
史
的
事
実
と
し
て
素
朴
実
証
論
的

に
絶
対
化
す
る
。
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同
じ
く
三
徳
抄
に
「
昔
季
文
子
ト
云
人
ノ
三
タ
ビ
思
案
シ
テ
、
行

ヒ
ケ
レ
バ
、
孔
子
キ
、
テ
フ
ク
・
ビ
思
案
セ
バ
ヨ
カ
ラ
ン
峯
イ
へ

物
」
と
・
思
案
分
別
の
停
止
・
雨
季
覆
へ
の
不
信
と
患
え
る

言
葉
を
吐
い
て
い
ド
O
が
、
そ
れ
は
朱
子
哲
学
の
自
我
の
核
に
執
着
す

る
こ
と
を
悪
と
す
る
本
格
的
な
格
物
の
倫
理
に
も
通
ず
る
が
、
量
子

の
場
合
、
殆
ん
ど
一
心
の
主
体
性
喪
失
と
さ
え
受
け
取
れ
る
。

　
続
い
て
「
我
一
心
ヲ
シ
ヅ
カ
ニ
思
惟
ス
ル
ノ
ミ
ナ
レ
バ
、
天
下
ノ

事
千
万
多
キ
ユ
ヘ
ニ
、
一
心
ヲ
チ
ツ
カ
ズ
シ
テ
、
定
メ
ガ
タ
シ
、
サ

ラ
バ
叉
古
ノ
事
モ
当
代
ノ
事
ヲ
モ
ア
マ
ネ
ク
ヒ
耳
ク
マ
ナ
ビ
シ
ラ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

ト
ス
レ
バ
、
万
事
に
カ
・
ワ
リ
テ
、
一
心
、
・
、
グ
レ
．
テ
ク
ラ
シ
」
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ
　
　
モ
ツ

ま
ぞ
云
っ
て
い
る
。
朱
子
の
格
物
致
知
が
事
々
物
た
と
、
古
典
へ
の

旺
盛
な
研
究
心
を
意
味
す
る
も
の
ぞ
あ
っ
た
が
、
羅
山
の
一
心
は
体

験
と
思
索
を
怠
る
主
観
主
義
へ
の
傾
向
さ
え
見
ら
れ
る
。
勿
論
そ
れ

は
初
学
に
対
す
る
一
つ
の
教
訓
的
な
意
味
ぞ
云
わ
れ
て
い
る
に
し
て

も
、
朱
子
学
の
底
に
あ
る
唯
物
論
と
格
物
致
知
の
指
向
す
る
意
味
的

世
界
と
武
う
世
界
観
的
な
倫
理
は
単
に
個
人
の
心
境
に
し
か
過
ぎ
な

い
狭
少
な
唯
心
論
に
す
り
換
え
ら
れ
た
観
が
あ
る
。

　
し
か
し
こ
の
様
な
唯
心
論
は
、
実
は
現
世
以
来
の
永
い
伝
統
と
、

こ
と
に
清
家
φ
四
書
研
究
の
大
量
の
業
絃
に
依
っ
て
羅
山
以
曲
醐
に
既
　

に
・
全
き
準
備
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

　
京
大
本
、
宣
賢
自
筆
、
「
孟
子
抄
」
の
「
忍
泣
章
句
、
上
」
に
「
日

謂
爾
冒
長
岡
〔
；
・
：
・
：
心
は
。
家
中
ノ
・
ふ
土
人
爪
A
ノ
如
シ
、
・
・
王
朝
ヲ
協
心
ル
、

時
ハ
・
仁
二
行
モ
・
義
二
行
モ
・
知
ラ
ス
・
一
心
ノ
。
主
人
公
ヲ
守

テ
。
耳
目
二
・
命
ヲ
ヲ
カ
シ
ム
ル
時
ハ
。
皆
善
二
宮
ク
者
也
」
と

あ
る
如
く
、
仁
内
義
外
、
即
ち
仁
は
測
隠
之
心
と
論
語
に
説
か
れ
て

以
来
、
内
在
の
心
ぞ
あ
る
こ
と
は
儒
…
教
用
語
の
正
し
い
使
い
方
ぞ
あ

る
が
、
義
は
元
来
「
宜
」
ぞ
あ
り
、
外
在
的
な
制
度
典
礼
の
意
昧
を

持
つ
こ
と
が
伝
統
的
な
用
法
ぞ
あ
る
に
も
か
」
わ
ら
ず
、
宣
賢
は
こ

の
両
者
を
共
に
内
在
と
し
て
、
こ
と
に
一
心
と
解
釈
し
て
い
る
。
そ

の
結
果
「
格
物
致
知
」
の
凡
て
が
一
心
に
托
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、

窮
理
工
夫
の
思
索
的
な
朱
子
哲
学
の
研
究
態
度
が
極
端
に
独
断
的
、

心
境
的
に
偏
向
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
羅
山
・
尺
五
等
の
心
学
的
朱
子

学
の
傾
向
は
、
こ
の
耐
量
は
清
家
以
来
の
伝
統
で
あ
っ
た
こ
と
が
分

る
。

　
闇
四
じ
く
ト
「
止
口
子
翫
麗
句
、
上
」
に
「
側
隠
翻
心
；
・
：
：
・
崇
小
燈
ハ
。
仁
荒
我

礼
智
ハ
・
性
也
ト
ス
・
漢
儒
ハ
・
然
う
、
ス
・
性
ト
云
ハ
・
一
気
未

　
　
　
　
　
　
　
　
タ
イ

レ
発
・
無
心
無
念
ノ
当
体
也
・
仁
・
義
・
礼
・
智
・
モ
・
ハ
ヤ
動
テ
・

発
ス
ル
処
也
・
故
二
・
性
ノ
処
ニ
ァ
ラ
ス
。
仁
。
義
．
礼
。
智
。
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ハ
●
性
ノ
愚
情
ノ
．
鳶
二
・
ア
ル
ヘ
キ
也
、
L
童
気
二
元
に
つ
い

　
　
　
　
　
　
　
カ
シ
う

て
の
独
特
な
理
解
を
示
し
て
い
る
。
　
フ
甲
庸
章
句
」
第
一
章
の
「
喜

　
　
　
　
　
　
セ
　
　
　
ヒ
　
　
　
ヲ
　
ト

怒
哀
楽
黒
羽
レ
発
、
謂
二
之
申
一
…
…
」
は
宋
学
の
根
底
に
あ
る
張
氏

「
太
虚
説
」
の
唯
物
論
的
普
遍
を
倫
理
的
な
「
申
」
の
述
語
を
用
い

て
、
理
。
性
の
普
遍
を
云
お
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
清
家
で

は
「
仁
義
言
解
く
性
ノ
尾
、
情
ノ
貢
ニ
ア
ル
ヘ
キ
也
」
の
句
に
明
か

な
阯
様
に
、
理
・
性
が
気
。
情
を
限
定
し
て
意
味
的
普
遍
の
在
所
を
確

認
す
る
の
で
な
く
、
仁
義
寄
洲
の
理
性
が
実
践
に
移
さ
れ
る
こ
と
に

よ
っ
て
情
の
発
現
を
見
る
と
云
う
、
あ
く
ま
ぞ
も
行
為
の
場
に
執
着

す
る
立
場
を
と
っ
て
い
る
。
且
っ
て
朱
子
学
が
、
個
々
の
人
闇
行
為

の
陰
騎
を
合
理
化
す
る
手
段
と
し
て
理
・
性
を
云
い
、
却
っ
て
静
坐

工
夫
の
消
極
的
実
践
に
陥
っ
た
の
に
反
し
、
我
が
国
の
朱
子
学
は
、

実
践
的
行
動
を
回
復
す
る
こ
と
に
依
っ
て
、
却
っ
て
人
間
行
為
の
不

透
明
さ
を
甘
ん
じ
て
受
け
容
れ
る
肯
定
倫
理
を
表
明
し
て
い
る
。
こ

こ
が
申
国
と
我
が
国
の
倫
理
学
が
正
反
対
の
方
向
に
行
く
分
岐
点
ぞ

あ
り
、
江
戸
時
代
の
心
学
は
日
常
的
実
践
の
倫
理
ぞ
あ
る
と
云
う
旧

説
は
そ
の
限
り
正
し
い
と
云
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
お
興
昧
あ

る
こ
と
は
「
漢
儒
ハ
然
ラ
ス
」
云
々
の
一
句
が
朱
子
学
を
排
し
て
古

註
を
と
っ
て
い
る
点
で
あ
っ
て
、
清
家
は
薪
古
折
哀
で
あ
る
こ
と
は

云
う
ま
で
も
な
い
が
、
こ
の
様
に
思
想
構
造
上
重
大
な
箇
所
に
於
て

の
取
捨
選
択
は
、
清
家
の
思
想
的
主
体
性
の
主
張
と
何
ら
選
ぶ
所
な

く
、
日
本
的
朱
子
学
の
起
源
は
笑
に
四
書
註
解
の
事
業
の
中
か
ら
始

ま
っ
た
の
ぞ
あ
る
。

　
更
に
同
じ
く
「
離
婁
章
句
、
上
」
に
「
天
下
之
本
；
…
…
身
ノ
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ
ノ

ハ
何
ソ
・
心
也
ト
・
知
ル
ヘ
シ
・
心
ヲ
治
レ
ハ
・
身
ハ
・
自
ラ
治
ル

也
・
心
ヲ
治
メ
ン
ハ
・
天
理
二
・
順
フ
ヘ
キ
也
．
忌
月
。
身
マ
テ
云

テ
・
心
ヲ
不
云
ハ
。
推
ノ
知
ル
ヘ
ケ
レ
ハ
也
、
」

　
コ
孟
子
離
婁
章
句
L
は
全
身
・
斉
家
・
治
国
．
平
天
下
を
徳
目
と
し

て
説
い
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
「
孟
子
」
の
平
天
下
・
治
国
・
斉
家
．

修
身
と
、
董
仲
卸
の
正
心
と
、
「
申
庸
」
の
誠
意
と
、
「
大
学
」
の
致

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

知
・
格
物
の
八
つ
が
、
累
代
に
成
立
し
た
「
大
学
」
の
八
条
目
以
来
、

朱
子
に
受
け
継
が
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
」
わ
ら
ず
宣
賢

は
、
此
の
章
を
「
急
心
」
の
章
と
翻
案
し
て
い
る
所
に
、
又
彼
の
独

創
を
見
る
と
共
に
心
学
的
朱
子
学
は
既
に
清
家
の
、
ひ
い
て
は
申
世

後
期
の
民
族
的
思
想
構
造
の
一
つ
の
体
系
ノ
し
あ
う
た
こ
と
が
分
る
。

江
戸
時
代
の
種
女
の
朱
子
学
派
・
陽
明
学
派
・
古
学
派
．
折
衷
挙

派
、
更
に
は
石
門
心
学
に
ま
ぞ
至
る
思
想
系
列
に
一
貫
し
た
構
造
上

の
共
通
点
は
、
実
に
理
気
二
元
を
否
定
し
た
「
心
一
元
」
乃
至
は
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「
一
心
」
の
哲
学
で
あ
っ
た
と
云
え
る
。

　
し
か
し
「
心
一
元
」
の
思
想
史
的
系
譜
は
更
に
遠
く
禅
僧
の
儒
仏

兼
習
に
ま
で
遡
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
っ
て
、
十
三
世
紀
に
伝
来

し
た
薪
注
が
四
書
を
申
心
と
し
て
禅
僧
の
教
養
と
な
り
、
後
醍
醐

天
皇
の
経
塀
延
に
江
つ
た
玄
恵
法
印
以
来
、
明
経
家
の
勢
力
は
、
新
注

を
師
行
し
な
い
た
め
に
大
き
く
揺
い
だ
。
こ
と
に
東
福
寺
不
二
巷
に

　
　
　
，
⑩
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
4

あ
っ
た
岐
陽
（
正
平
＋
六
年
3
6
一
応
永
三
＋
一
年
4
2
）
の
門
流
は
京
都
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

中
心
に
全
国
的
に
拡
が
り
、
島
津
の
薩
南
儒
学
を
開
い
た
石
崖
。
桂

巷
、
大
内
文
学
に
儒
学
を
加
え
た
惟
肖
、
肥
後
文
学
の
棄
申
等
は
そ

の
著
し
い
も
の
ぞ
、
更
に
一
条
騎
馬
等
の
公
卿
、
世
職
・
羅
山
等
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

近
世
儒
者
、
諸
侯
の
文
学
等
も
儒
学
五
山
派
の
主
流
岐
陽
の
血
腺
に

連
る
も
の
が
大
部
分
で
あ
る
。
か
く
し
て
師
儒
の
家
柄
の
権
威
を
笑

質
的
に
失
っ
た
明
経
家
が
、
清
原
良
賢
・
事
忌
の
頃
に
新
注
採
用
に

よ
っ
て
そ
の
門
戸
を
再
建
し
、
宣
賢
の
頃
に
は
そ
の
目
的
を
完
全
に

達
成
し
た
。
そ
の
限
り
京
学
五
山
派
の
賜
経
家
に
及
し
た
影
響
は
思

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

想
史
的
に
竜
大
き
く
、
岐
陽
が
「
甘
気
性
情
図
」
に
於
て
説
い
た

「
心
性
絶
対
」
の
温
気
不
可
分
説
は
そ
の
ま
ま
宣
賢
に
於
て
も
「
心

性
の
学
」
と
し
て
学
庸
二
書
に
依
拠
し
て
「
心
一
元
」
の
立
揚
を
と

ら
し
め
た
の
ぞ
あ
っ
た
。
し
か
も
絞
陽
の
「
心
性
の
学
」
ぽ
治
心
法

と
し
て
戒
定
慧
の
仏
意
に
則
し
て
い
る
様
に
「
心
一
元
」
は
周
知
の

如
く
元
来
思
想
構
造
的
に
は
宗
教
的
絶
対
に
近
い
も
の
で
、
日
本
の

朱
子
学
に
対
す
る
禅
の
影
響
の
申
、
最
も
色
鮮
か
な
も
の
の
一
つ
と

去
え
る
。

　
葬
倫
抄
が
こ
と
に
仏
語
を
多
く
用
い
て
い
る
こ
と
は
先
に
指
摘
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ガ
イ
ユ
イ
　
　
シ
ン
　
　
　
　
ゲ

た
通
り
で
あ
る
が
、
そ
の
一
節
に
「
仏
法
ニ
モ
三
界
唯
一
心
。
心
外

ム
　
ベ
ツ
ハ
ウ
　
　
　
コ
シ
ン
　
　
ミ
　
グ
　
　
　
ユ
イ
シ
ン
　
　
ジ
ャ
ゥ
ド

無
別
法
・
己
心
ノ
弥
陀
・
喉
心
ノ
浄
土
ト
ア
レ
ハ
。
ロ
バ
一
心
ヲ
タ
．
・

　
　
（
マ
マ
）
　
　
　
　
　
　
　
ヵ
ン
ヨ
ゥ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヂ
ゴ
ク
テ
ン
グ
ウ
ミ
ナ
ワ
ガ

シ
ク
ロ
ク
ニ
モ
ツ
ヲ
肝
要
ト
ス
ル
ト
ミ
ェ
タ
リ
。
地
獄
天
道
皆
我

コ
コ
ロ
　
コ
レ
　
　
　
　
ア
ラ
ス
ト
コ
ロ
ニ
　
　
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ
ン
ギ
レ
イ
チ
　
　

ミ
チ
　
　
ヲ
コ
ナ

心
。
寒
心
ノ
非
レ
所
レ
知
ト
モ
イ
ヘ
リ
。
…
…
仁
義
礼
智
ノ
道
ヲ
行

　
　
　
　
　
コ
ン
ジ
ヤ
ウ
ゴ
　
セ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

ヒ
タ
ラ
バ
・
今
生
後
世
ト
モ
ニ
。
ナ
ド
カ
タ
ス
カ
ラ
ザ
ル
ヘ
キ
。
」

と
あ
る
。
尺
五
は
儒
者
と
し
て
は
飯
山
と
同
じ
く
コ
心
」
を
主
張
し
、

排
仏
の
態
度
を
明
ら
か
に
，
し
な
が
ら
、
羅
山
は
一
応
頓
気
二
元
の
問

題
に
真
逆
に
取
り
組
ん
ぞ
い
る
に
反
し
、
福
沸
は
こ
れ
を
疑
う
こ
と

な
く
、
仏
道
の
信
仰
の
心
を
そ
の
ま
ま
儒
教
理
性
の
コ
心
」
と
同

一
視
し
、
儒
教
的
唯
心
論
の
傾
向
を
明
示
し
て
い
る
。

　
宣
賢
の
「
孟
子
抄
」
も
「
○
孟
子
日
照
乱
心
者
；
…
…
心
二
本
テ

ロ
兄
ハ
・
自
ラ
性
ヲ
「
知
り
・
天
ヲ
7
知
ヘ
シ
ト
云
也
・
内
血
ハ
ニ
・
甫
隣
指
人

心
見
性
成
仏
ト
云
力
立
シ
・
直
指
人
心
ト
云
ハ
・
尽
其
心
ヲ
去
・
見

性
ト
云
ハ
。
知
其
性
ヲ
云
・
成
仏
ト
云
ハ
・
昏
怠
ヲ
云
ト
。
古
人
述
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⑳
タ
リ
、
旨
と
あ
っ
て
、
直
指
人
心
と
壁
心
其
心
鱗
見
性
と
知
謀
雛
遊
↓
成

仏
と
知
レ
天
と
云
う
仏
語
と
経
書
の
句
と
を
、
そ
れ
ぞ
癌
岡
一
内
容

と
見
て
い
る
所
に
宣
賢
へ
の
禅
の
影
響
が
確
認
さ
れ
る
が
、
仏
典
を

内
典
と
称
し
て
い
る
程
に
「
孟
子
抄
」
に
多
く
の
仏
語
が
出
て
来
な

い
こ
と
は
、
む
し
ろ
師
儒
の
独
創
的
権
威
に
対
す
る
顧
慮
と
思
わ
れ

る
。
し
か
し
「
孟
子
抄
」
の
こ
の
言
葉
は
、
宣
賢
の
「
心
性
の
学
」

の
主
張
を
明
言
す
る
竜
の
で
、
葬
倫
抄
の
思
想
的
先
達
と
し
て
の
系

譜
は
明
ら
か
ぞ
あ
る
。

　
か
く
て
四
書
仮
名
抄
に
書
誌
学
的
系
譜
を
求
め
る
こ
と
の
出
来
る

教
訓
仮
名
抄
は
、
更
に
四
書
仮
名
抄
の
以
前
に
あ
る
京
学
五
山
派
の

儒
仏
兼
習
時
代
の
朱
子
学
に
思
想
史
的
系
譜
を
た
ど
り
得
た
わ
け
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

縮
、
良
氏
が
古
学
派
出
現
ま
で
の
近
世
日
本
の
儒
学
を
「
心
法
の
学
」

と
名
付
け
て
お
ら
れ
る
の
は
正
し
い
。
し
か
し
更
に
進
ん
ぞ
古
学
派

と
性
理
学
派
を
思
想
構
造
的
に
別
種
の
も
の
と
す
る
こ
と
が
誤
り
ぞ

あ
る
こ
と
は
先
に
述
べ
た
通
り
ノ
し
、
五
山
以
来
の
「
心
性
の
学
」
は

江
戸
時
代
を
通
じ
て
民
族
思
想
の
基
本
構
造
と
な
り
、
む
し
ろ
肯
定

倫
理
と
し
て
の
「
心
性
の
学
」
が
、
時
代
と
環
境
を
肯
定
し
、
父
消

極
的
に
社
会
批
判
を
す
る
話
合
、
外
在
的
な
こ
れ
ら
の
条
件
が
、
思

想
内
許
を
大
き
く
規
定
し
、
幕
末
に
至
っ
て
こ
の
様
な
外
的
な
も
の

か
わ
思
想
構
造
そ
の
も
の
ま
で
が
変
革
ざ
れ
る
時
代
が
来
る
の
ぞ
あ

る
が
、
そ
れ
は
恩
欝
気
的
に
は
む
し
ろ
近
世
の
終
末
で
あ
り
、
新
な

る
時
代
の
薪
な
る
恩
想
問
題
で
あ
る
。

　
以
上
の
様
に
「
心
性
の
，
学
」
と
し
て
の
教
訓
仮
名
抄
、
総
じ
て
近

世
日
本
の
思
想
の
基
本
構
造
を
是
認
す
る
限
り
、
思
想
史
上
の
興
味

は
、
そ
れ
が
置
か
れ
た
現
笑
社
会
に
対
し
て
ど
の
…
様
な
態
度
を
と
り
、

社
会
批
判
を
行
な
う
か
に
つ
な
が
れ
る
。

　
本
稿
に
取
り
上
げ
た
三
教
訓
書
の
申
、
三
徳
抄
は
思
想
構
造
の
特

色
を
見
る
上
に
豊
穣
で
あ
り
、
春
鑑
抄
は
江
戸
期
初
頭
封
建
社
会
の

社
会
相
に
対
す
る
批
判
に
於
て
多
く
の
資
料
を
提
供
し
、
鼠
輩
抄
は

両
者
を
兼
ね
て
い
る
。
曽
て
の
意
味
で
春
帯
抄
、
　
葬
倫
抄
に
依
っ
て
、

こ
れ
ら
教
訓
書
が
創
設
聞
も
な
い
江
戸
封
建
社
会
に
対
し
ど
の
様
な

社
会
理
念
を
提
供
し
、
叉
当
時
の
社
会
と
ど
ん
な
関
係
を
保
っ
て
い

た
か
を
次
に
考
察
す
る
こ
と
と
す
る
α

　
「
門
鑑
抄
」
、
「
官
田
ト
ハ
金
銀
中
皿
指
米
凱
叙
ヲ
タ
！
ン
ト
モ
ツ
コ
ト
．
ソ
、

貴
ト
自
習
ノ
タ
カ
キ
ヲ
云
ゾ
・
不
義
ナ
ル
コ
ト
デ
。
分
限
ニ
ナ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

ハ
。
ヤ
ガ
テ
ホ
戸
ブ
ル
モ
ノ
ゾ
、
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ブ
ゲ
ン

　
こ
こ
に
羅
山
が
云
う
分
限
と
は
身
分
相
応
の
富
と
云
う
点
で
は
封

建
身
分
社
会
の
も
の
ノ
し
あ
る
が
、
分
限
と
云
う
言
葉
そ
の
竜
の
は
非
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＠

常
に
古
く
、
我
が
国
神
社
信
仰
の
素
朴
主
義
に
始
り
、
禅
の
潜
ツ
貧
に
も

通
ず
る
広
い
歴
史
的
背
景
を
持
っ
て
い
る
。
先
に
あ
げ
た
教
訓
仮
名

抄
が
こ
れ
を
例
外
な
く
と
り
上
げ
て
い
る
所
を
以
て
し
て
も
、
近
世

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

に
於
て
は
こ
と
に
禅
の
影
響
が
大
き
く
、
℃
。
ぎ
邑
蔓
は
心
の
露
出
状
態

と
云
わ
れ
る
如
く
、
禅
も
日
本
の
朱
子
学
も
共
に
「
心
性
」
の
教
え

で
あ
っ
た
こ
と
が
分
る
。
江
戸
封
建
社
会
の
分
限
愚
論
は
こ
の
様
な

思
惣
実
的
経
歴
の
下
に
時
代
の
理
念
と
な
り
得
た
の
で
あ
っ
て
、
羅

出
は
幕
政
担
当
の
一
人
と
し
て
こ
れ
を
逃
す
こ
と
を
し
な
か
っ
た
。

　
「
春
鑑
抄
」
、
「
天
ハ
タ
カ
ク
・
地
目
ヒ
キ
シ
。
上
下
差
別
ア
ル
ゴ

ト
グ
。
人
ニ
モ
君
ハ
タ
フ
ト
ク
。
臣
ハ
イ
ヤ
シ
キ
ゾ
・
ソ
ノ
上
下
ノ

次
第
ヲ
分
テ
・
礼
義
法
度
ト
云
コ
ト
ハ
。
定
メ
テ
人
ノ
コ
・
翼
ヲ
。

ヲ
サ
メ
ラ
レ
タ
ゾ
・
・
：
…
臣
．
下
ニ
モ
百
官
ノ
位
ニ
ヨ
リ
Q
ク
ル
マ
ヤ

　
ギ
マ
　

衣
賞
、
ナ
一
一
、
ツ
ケ
テ
モ
。
ソ
ノ
差
別
ア
ル
ゾ
。
座
敷
ニ
ナ
ヲ
レ
ド

モ
。
尊
キ
ハ
上
座
ニ
ヰ
。
イ
ヤ
シ
キ
ハ
下
座
ニ
ア
ル
ゾ
。
カ
ヤ
ウ
ナ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

ル
コ
ト
ガ
・
礼
ト
云
モ
ノ
ゾ
、
」

　
車
や
衣
裳
。
座
敷
等
、
衣
冠
住
居
に
尊
卑
の
別
の
あ
る
こ
と
は
何

れ
の
蒔
代
で
も
変
の
は
な
い
が
、
封
建
社
会
は
実
力
の
均
衡
の
上
に

立
ち
、
し
か
も
律
令
国
家
の
文
章
経
国
的
理
想
の
如
き
文
化
的
な
理

念
を
持
た
な
か
っ
た
所
に
そ
の
特
色
を
見
る
の
で
あ
る
が
、
江
戸
封

建
社
会
は
そ
の
安
定
を
法
度
政
沿
と
文
治
政
策
に
求
め
、
厳
重
な
法

度
と
儀
式
典
礼
に
よ
っ
て
階
級
飾
度
を
維
持
し
よ
う
と
し
た
。
儒
教
、

こ
と
に
朱
子
学
の
世
界
観
は
易
学
的
に
上
下
尊
卑
の
哲
学
を
以
て
こ

れ
に
思
想
的
な
理
念
を
附
与
す
る
役
爵
を
果
し
、
近
世
史
上
の
指
導

理
念
と
な
り
得
た
の
で
あ
っ
た
。
天
高
く
地
卑
く
へ
上
下
差
別
す
る

陰
陽
五
行
説
や
張
横
議
の
習
気
説
は
自
然
・
人
文
の
差
別
を
越
え
て
、

汎
神
論
的
に
宇
宙
の
秩
序
を
説
き
、
併
せ
て
封
建
社
会
の
人
為
的
政

策
的
な
秩
序
を
さ
え
理
念
化
す
る
こ
と
が
嵐
来
る
。
羅
由
を
通
じ
て

朱
子
学
が
徳
川
政
権
と
結
合
す
る
に
至
っ
た
必
然
性
は
こ
こ
に
求
め

る
こ
と
が
撫
来
る
し
、
叉
野
山
の
教
訓
書
が
こ
の
点
を
強
調
し
て
い

る
こ
と
は
、
肯
定
論
理
的
な
日
本
の
朱
子
学
に
は
極
め
て
容
易
な
道

で
あ
っ
た
。
芝
山
に
比
し
て
尺
五
の
場
合
は
や
や
趣
が
異
る
が
、
肯

定
倫
理
に
立
っ
て
環
境
論
を
展
開
し
て
い
る
所
は
や
は
り
基
本
的
に

は
共
通
の
も
の
を
持
っ
て
い
る
。

　
「
仙
葬
倫
…
抄
」
、
「
臣
下
タ
ル
モ
ノ
ハ
大
小
ニ
ヨ
ラ
ズ
。
面
々
ウ
ケ
ト

リ
タ
ル
職
分
ヲ
ツ
ク
ス
ヲ
肝
面
一
ト
ス
ル
コ
ト
ナ
リ
。
其
燃
職
分
ヲ
ツ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ
ザ
ン

サ
ズ
シ
テ
。
俸
禄
ヲ
ト
ル
・
ヲ
ハ
。
素
餐
ト
テ
。
君
子
ノ
ハ
ヅ
ル
所
ナ

愈
、
リ
。
」

　
尺
五
の
葬
倫
抄
も
切
米
取
り
の
江
芦
縛
代
武
士
の
祉
会
性
を
端
酌
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に
云
い
当
て
て
い
る
が
、
江
戸
博
代
の
主
従
関
係
が
絶
対
服
従
、
無

限
奉
仕
を
要
求
す
る
の
に
対
し
、
尺
五
は
あ
く
ま
で
も
中
国
の
君
臣

の
関
係
、
即
ち
天
子
と
官
僚
の
契
約
的
な
倫
理
を
越
え
る
こ
と
な
く
、

職
業
入
と
し
て
の
武
士
、
勤
労
者
と
し
て
の
武
士
を
考
え
て
い
る
。

由
鹿
素
行
の
士
道
論
が
、
以
上
の
様
な
意
味
で
ユ
ニ
；
ク
な
思
想
で

あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
聲
倫
抄
は
寛
文
の
時
代
を
待
つ
ま
で
屯
な
く
、

江
戸
時
代
初
頭
に
於
て
既
に
職
業
倫
理
を
持
っ
て
い
た
と
云
え
る
。

し
か
し
尺
五
の
こ
の
様
な
思
想
は
在
野
の
学
派
と
し
て
、
羅
山
と
は

違
っ
た
立
揚
に
あ
り
、
江
戸
時
代
儒
…
者
の
そ
れ
ぞ
れ
の
置
か
れ
た
社

会
的
環
境
が
、
そ
の
思
想
に
本
質
的
な
連
り
を
持
ち
、
そ
れ
は
叉
我

が
国
朱
子
学
の
構
造
そ
の
も
の
に
根
蓬
す
こ
と
は
先
に
指
摘
し
た
通

り
で
あ
る
。

　
コ
騨
倫
胴
抄
L
、
「
士
農
工
商
ノ
外
冠
遊
手
浮
浪
ノ
入
ト
テ
。
ナ
ニ
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ツ
イ
エ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ
ネ
ン

職
分
モ
ナ
ク
シ
テ
・
イ
タ
ツ
ラ
三
国
ノ
費
ト
ナ
ル
民
ヲ
「
Q
自
然
ニ
ア

ラ
タ
ム
ル
ヤ
ウ
ニ
ア
ル
ナ
ラ
バ
。
国
家
富
貴
安
全
ニ
シ
テ
。
儒
風
モ

　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

イ
ヨ
く
オ
雛
ル
ベ
シ
。
」

　
尺
五
の
去
う
遊
手
浮
浪
の
人
は
、
そ
れ
ぞ
れ
時
代
に
依
て
差
が
あ

り
、
江
戸
初
期
の
浪
人
、
江
戸
中
後
期
の
封
建
都
市
の
職
を
失
っ
た

余
剰
人
口
等
を
あ
げ
る
こ
と
が
禺
来
る
が
、
と
に
か
く
こ
れ
ら
の
人

々
を
容
れ
る
こ
と
の
猷
来
る
封
建
都
市
は
儒
教
理
念
の
中
に
あ
る
封

建
制
度
そ
の
も
の
と
相
容
れ
な
か
っ
た
。
素
行
。
但
練
・
富
山
。
春

台
等
の
所
謂
経
世
学
の
嬬
者
達
は
盛
に
こ
の
問
題
を
論
じ
、
煮
れ
竜

そ
の
結
論
を
正
常
な
封
建
的
自
然
経
済
に
帰
る
こ
と
を
以
て
し
て
い

る
が
、
そ
の
背
景
に
あ
る
も
の
は
、
尺
五
の
場
合
の
如
く
善
政
、
即

ち
天
命
と
民
意
に
従
う
民
本
主
義
が
元
来
の
姿
で
あ
る
。
　
コ
国
家
冨

貴
安
全
ニ
シ
テ
、
儒
風
モ
イ
ヨ
く
オ
コ
ル
ベ
シ
。
」
と
あ
る
様
に

法
慶
政
治
の
当
代
に
あ
っ
て
、
謄
本
主
義
を
正
面
か
ら
説
く
こ
と
は
、

尺
五
の
様
に
在
野
の
儒
…
者
の
触
合
か
、
乃
至
は
既
成
政
権
に
対
す
る

修
飾
の
揚
合
に
限
ら
れ
る
。
か
く
て
江
戸
時
代
儒
…
者
の
経
世
論
は
儒

教
倫
理
展
開
過
程
の
上
に
大
き
な
位
置
を
占
め
る
こ
と
と
な
り
、
終

に
は
そ
れ
が
儒
教
そ
の
も
の
の
形
式
・
構
造
を
さ
え
変
革
す
る
時
代

が
来
る
の
で
あ
る
。

　
①
葬
倫
抄
　
五
丁

　
②
　
安
田
二
郎
「
中
国
近
世
思
想
研
究
」
　
来
子
の
「
気
」
に
つ
い
て
、

　
　
の
項
参
照

　
③
1
1
　
〃
　
　
朱
子
の
存
在
論
に
於
け
る

　
　
「
理
」
の
性
質
に
つ
い
て
、
の
項
参
照

　
④
林
羅
霞
丈
集
、
慈
第
穴
十
八
、
随
筆
閣
八
四
四
頁

　
⑤
　
　
〃
　
　
　
〃
　
　
　
　
　
　
　
八
四
〇
頁

　
⑥
⑦
⑥
　
三
徳
抄
、
上
、
続
々
群
書
類
從
、
第
十
、
撒
育
部
　
六
七
頁
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江戸時代初頭に於ける教訓仮嶺抄について（今中）

⑨
武
内
義
雄
「
儒
教
の
精
神
」
六
六
頁

⑩
西
村
天
囚
「
日
本
朱
学
史
」
一
＝
一
二
頁

⑪
　
　
足
利
行
述
「
鎌
倉
室
町
時
代
之
儒
教
」
　
　
三
四
［
六
－
七
頁

＠
・
層
1
1
　
　
　
　
1
1
　
　
　
　
　
　
　
　
三
五
七
頁

⑬
　
灘
倫
抄
　
宵
板
本
　
一
一
了
　
　
　
ヌ

⑭
　
京
大
本
、
宣
賢
自
筆
「
孟
子
抄
」
　
尽
心
上
下

⑮
相
良
享
「
近
世
日
本
儒
教
運
動
の
系
譜
」
八
七
頁

⑯
春
鑑
抄
続
々
群
書
類
從
、
第
十
、
教
育
部
五
一
頁

講場日

　瞬｝
t　ttx－tt、Aへ’酬

講高州
師

演

題所時

学
研
究
会
六
月
例
会

六
月
＋
五
日
（
土
）
午
後
一
蒔
一
四
時

京
都
大
学
陳
列
館
第
二
教
箋

西
南
ア
ジ
ア
史
の
諸
問
題

未
　
　
　
　
定

二
つ
の
乾
燥
地
帯

西
南
ア
ジ
ア
更
研
究
の
動
向

史
学
研
究
会
七
月
例
会

⑰
拙
稿
「
心
学
五
倫
書
と
そ
の
歴
史
的
背
景
」
　
京
都
女
子
大
学
紀
要

　
一
二
号
　
一
〇
頁

⑲
　
鈴
木
大
拙
「
禅
と
日
本
丈
化
」
　
一
四
頁

⑲
春
鑑
抄
五
ニ
ー
三
頁

⑳
葬
倫
抄
　
一
七
丁

⑳
　
　
〃
　
　
三
〇
丁

　
　
〔
附
記
〕
　
本
稿
は
昭
和
三
十
一
年
度
文
部
省
科
学
研
究
助
成
補
助
金

　
　
　
　
　
　
に
よ
る
研
究
の
一
部
で
あ
る
。

中梅藤
原
　樟本与
キ戊忠勝
九

郎夫次

黒氏氏

七
月
六
日
（
土
）
　
午
後
一
時
一
四
時

京
都
大
学
楽
友
会
館

申
国
考
古
学
視
察
団
帰
朝
報
告
（
予
定
）

　
訪
中
日
本
考
古
視
察
団
の
団
員
と
し
て
五
月
申
旬
よ
り
一
ケ
月
に
わ
た
っ
て
里
国
を
視
察
し
た
水
野
精
一
、

康
、
岡
崎
敬
三
氏
の
帰
朝
談
を
予
定
し
て
い
る
。
　
（
ス
ラ
イ
ド
使
用
）

　　　　　　　　　　　　　智一　’　　　　　　　　　　　　ド　　ヒ　’　v．　　　　　　　　　　　s一戸　、’－　　　　　　　　　tw　　　　　　　　V．」VA　　　　　　ma　　　trvLS”Vtnvtw

樋
口
警

　
　
　
　
一
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Recommencement　of　Li　Ta－chao（李大釧）

　　一malnly　on　his　political　arguments　in　the

　　　　　　　“Statesmansliip”（雷門）period－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　By

　　　　　　　　　　　　Kikosichiro　Satoi

　　Amorig　those　wkose　woi”ld－wide　fame　of　roles　in　history　has

unexpectedly　interrupted　the　further　research，　£here　is　Li　Ta－chao

〈李大門），too；especially　on　his　growth　toward　Marxlsm　we　have

almost　nothing．　Thep，　this　paper　shall　be　dedicated　to　make

clear　the　very　point　heretofore　neglected，　how　he，　not　born　a

fighter　for　Marxism，　cast　off　his　pro－Yden　Shih－k’ai（裳世凱）

views　from　1912　to　1914　through　his　hard－toiled　study　in　the　pro一

．y磁％Shih－fe’ai（震世凱）group　of　students　p擁ツαη9（北洋）Re－

searching　Society　for　Law　and　Politics：　and　its　organ　paper
‘‘

rtatesmanshiP”（雷治）．

Kyofeunkanasho（教訓仮名抄）at　the

　　　　　Beginning　of　the　Edo　Era

－on　the　lineage　of　Shun々ansho（春鑑抄），

　Santofez｛sho（三徳紗）and　Jrinsho（肇倫抄）

　in　the　history　of　ideas一

By

Kanji　lmanaka

　　Here　we　have　tried　to　trace　the　lineage　of　Kyolezenkanasho

〈教訓仮名抄）by　Confucianists　at　the　beginning　of　the　seventeenth一

一century　because．of　its　close　bibliographical　and　ideological　rela一

「tion　to　Sishokanasho（四書仮名抄）by　the　students　of　classiecs　in

．the　Muromachi（室町）era，

　　Judging　from　the　attltudes　of　the　Japanese　Confucianists　since

．the　Middle　Ages　to　introduce　the　S伽s痂gα々％（朱子学），　e＄pecially

、Razan（羅田）inShunfeansho（春鑑抄）and　Santofeusho（三徳抄）and

・Shaflugo（尺五）in　17insho（葬極内），馳e　structure　o麦idea　ln　Kyo－

kunfeanasho　shall　be　explained　in　view　of　ethical　history　of　ideas．

（　264　）


